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1. まえがき

パーソナルコンピヰータ Pc 8801（以下パソコンと呼ぶ）の周辺機器である図形解析機（以下プロッタと
呼ぶ）及び図形読取機（以下デジタイザと呼ぶ）が当管区K配備されたのを機K，パソコンを使用した簡易

左水路測量データ処理用プログラムを試作したので紹介する。

2. プログラムの概要

とのプログラムは，従来どなb船上K沿いて収録した音測記録（アナログ）及び位置のデータをノごソ コン

で処理し，プロッタKより水深原稿図（以下水深図と呼ぶ）や測深原稿図（以下測深図と呼ぶ）を作成する

もので以下K述べる 4つの機能から構成されている。

(1) 水深ファイノレ作成

水深フ 7イル作成はノごソコン，プリンタ，ディスク等の機器構成で

第1図K示す流れ図K従い仕事が進められる。工程を以下K説明する。

i 送受波器の吃水値，パーチェァクの結果Kよるパーセント及び

実効発握位置，測定番号の初期値を入力する。

ii デヅタイザ上K音測記録紙を固走する。音測記録紙上Kは従来通

り5分毎の潮高改正値及び水深の読取り点Kはチェ ックマークをそれ

ぞれ記入するが読取基準線を描〈必要はない。

iii 記録紙の発振線の傾きを検出するため，発振線の左端（第1番

目の固定績と発振線の交点）と右端（任意点） vcカーソルを合わせボ

タンを押しそれぞれの位置を読込ませる。

iv 2番目以降のそれぞれの固定線の位置Kカーソルを合わせボタ

ン1を押す。との場合必ずしも発振線との交点Kとだわる必要は念い。

とのページの最後の固定線となった時は続けてボタン 2を押すo

v 音測記録紙上方K記入された潮高改正値をテンキーより入力する。

vi チェックマークのついた水深の読取点Kカーソルを当て，ホ・タ

ン1を押す。との時，水深と同時K頂IJ点番号を伴った割込比も読込ま
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第1図水深ファイル作成流れ図



れメモリ Kストアされる。 ivの工程vet~ける最後の固定線K至る水深を読み終るまで この作業を続ける。音

測記録紙のページ送りの時Kは続けてボタン2を押す。

vii 音調IJ記録紙を移動して iiiの工程K戻る。

viii 1日分の記録紙が終了した時Kは，全てのデータは次のフォーマットVてよ b水深フ 7 イノレとしてディ

スク上Kフ7 イルされる。

0 0 0 0 o.o 0 0 
、ーーーーー可ーーーー＿， 、ーー~

測定番号 割込比水深（デシ単位）

注．入力間違いや操作ミスがあった時はHELPKEYを押して，通

番，測点番号を入力した後， iiiの工程K戻るととができる。

(2) 演IJ点位置ファイル作成

海上位置測量Kは種々の方法があるが，今回は一例として直線一角法

（放射状直糠誘導，円弧カット） VLよる方法を採用した。第2図は測点

位置フ 7 イノレ作成の流れ図である。以下l願を追って説明する。

i 誘導点，基準目標及びカット標等の座標値及び測点番号初期値を

テンキーよ b入力する。

｜｜ 誘導角，カット角を入力ナる。前回と同一値の時（特K誘導角入

力の時便利）はリターンキーのみを押す。もし誘導角K新たな角度が入

力された場合は自動的K糠替bと判断され，そのデータKは線替り識別

数字が付される。

iii 上記のデータK基づき測点位置の収れん計算が行われ，メモリ K

格納すると共Kその結果は入力値（通番，測点番号を含む）と共Kプリ

ンタ記録紙K印字される。当日分が終了するまでは iik戻る。

IV 当日介が終了すると入力データの誤りをチェックし，もし誤

りがあれば，通番，測点番号，線替り識別数字を入力した後， ii k戻b

iiiの計算工程を経て当該メモリの内容が訂正される。

v 当日分が終了すると，全てのデータは次のフォーマットにより測
点位置フ 7イルとしてディスク上Kフ7イノレされる。

0 0 0 0 0 0 0 o.o 0 0 0 
、同~

練替b 担IJ点番号 X座標値 Y座標値

注．座標値は4桁とな っているが，とれはプロッタの有効数字K合

せたためである。念な，最小桁の単位は 0.1棚である。

vi カット標が変わる時は，予め円座標群Kグルーフ・番号を付し，番

号指定で対応するととができる。

(3）浪IJ深図作成

とのプログラムは測深図のほか，その拡大図（縮小図）を作成するも

のである。使用機器はパソコン，プロッタ ，プリンタ及びディスクから
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構成され，第3図K示す流れ図K従って仕事を進める。

i 前記（2）で作成した測点位置フ 7イル（ディスク）を読み込み，パソコンのメモリ Vl:1日分の全データ

を転送すると共K印字ナる。

ii 図の拡大数入力後，プロッタ上の記録紙Kグリッドが記入される。

iii 測点位置K調lj点マーク（小円）を記入し，測点聞を直線で結ぶ。測線が変る時Kは点締Kよって曲鯨

状K結ぶ。測糠の出・入は非対称なその幽綿の特徴より判断できる。

iv 綿替bした最初の測点Kは測糠の傾きと並行K在るよう測点番号が傍記され，終了で念ければiiiへ。

v 次K，水深ファイル（ディスク）をノミソコンK読み込み，測点番号を付加した割込比データから座標

値を計算，当該位置K測線と直角K割込みマークが記入される。もし，読取水深位置が測点上またはその直

近Kあった場合は割込みマークは省略される。との工程は全ての割込マークが記入を終るまで続けられる。

VI 図名，縮尺を指定箇所K記入する。
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第 4図前泊港測深図（一部〉
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第4図は，本プログラムKより作成した前泊港補正測量（昭

和 59年5～ 6月測量）の測深凶の一部である。

水深図作成(4) 

水深図作成のための機器構成は測深図作成のものと阿じであ

プログラムの内容は次のまた第5図はその流れ図である。

とお、りである。

り，

測点位置フ 7 イノレ（ディスク）からデータを読込みパソ

コンメモリ K転送する。

水深フ yイル（ディスク）からデータを 1組づっパソコ｜｜ 

ンK読込む。

前記（3）のV項と同じ計算を行い，水深とその座標値をド｜｜｜ 

ッキングし，狽IJ深データとしてノミソコンメモリ K格納する。終

了でなければ ii~戻る。

図の拡大数を入力する。IV 

上記iiiのデータを使用し計算点K点を打ち，当該水深をv 
との工程は終了まで続行する。記入する。

グリッドを記入する。図名縮尺を指定位置K記入する。VI 

Y座標）及び採用X座標，通番，水深，位置（割込比，VII 

al 5園水深図作成。Eれ図マーク等をプリンタKより印字し水深リストを作成する。

上記V及びviの工程で作成した水深図上で，手作業Kよviii 

り水深選択を行い，削除すべき水深Kマークを付す。

水深リスト

ツヮ／＼愉ン ＇イヨワ ワリコミ スイラン x y 

第 l表次K既K作成済の測深図と水深リスト

テンキーから入

IX 

から削除水深の通番を探し，

2651 
0 
2566 
0 
2485 
0 
0 
2351 
0 
2246 

1179 
0 
1242 
0 
1302 
0 
0 
1400 
0 
1478 

24.4 
23.7 
23.3 
22.9 
22.7 
22.5 
22.2 
21.2 
20.5 
19.7 

16.00 
16.36 
16.68 
16.99 
17.36 
17.69 
17.99 
18.29 
18.53 
18.80 

* 

ーー

’‘ 

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

（実力して当該水深をメモリ上で削除する。

Y座標値がO際Kは水深はそのまま残りx.
K変る。

再度ivの工程K戻り水深選択作業後の

水深図を作成する。

作成した水深図K問題がなければ｜×の
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データをディスク上K フ 7 イノレし， ~IJ量フ 7

との測量フ 7 イJレは，イルとして保存する。

後日，当該水深図を再び作成する時K使用さ

れる。
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第1表は上記vii項Kよb印字した水深リス

サイヨウ欄の持マークは最

終的な水深図上での探用水深を示している。

卜の一例である。



また，第6図は，とのプログラムKよb作成した前泊港の港外区域の水深図であb，第 4図の測深図K対

応している。

3. プロ ッタ及びデジタイザの性能

使用したプロッタ及びデジタイザの性能は次のとなbである。

(1) プロッタ

有効作成範囲： X軸 360mm, Y軸27 0 mm 

ステ ップサイズ： 0.1棚 （内部処理 0.0 5棚 ）

反復精度 ：0.311111山l内

ペン切換精度 ：0.4棚以内

原点位置 ：左下隅

使用記 録紙： 420棚×300棚（A3判 ）以下

(2) デジタイザ

読取有効範囲 ：280棚×40 0 mm 

分解 能： 0.1 mm 

反復精度 ：0.5閉山l内

精 度.0. 4棚以内

読取 原 稿厚： 311111以下

読取方式： フリーカーソル式，押ボタン数4個
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第 6図前泊港水深図 （一部）
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4. 今後の課題

(1) 水路測量業務準則施行細則との関連

とのプログラム作成Kあたって，施行細則K従い作業が進められるよう配慮したが，今後更Kプログラム

の改良で同細則K抵触しないよう工夫する点が多々あるが，一方ではコンビュータ化Kよって細則K規定さ

れた手作業の一部（例. 8 -4の5の（2）及び（3）項等）を省略した方が時間の短縮化が図られるほか，精度的

Kも良い結果が期待できるケースもある。

(2) ハード面の改良

プロッタの有効面積（狭小 Hてついては問わ念いとととして，第6図の水深図でも明らか左ょうKプロッ

タのペンが太過ぎて小さい字（特Kデシ単位）が書け念いので値は少々張るが現在のフ 7 イパーペンK換え

てインクペンを採用する必要がある。

デヅタイザVてついては，カーソノレ内K亥I］まれた十字線が太過ぎて水深読取bk困難を来すととがあるので

特注Kよってでも細い十字糠のものを整備したい。

(3) 水深デジタイザとその収録装置の整備

とのプログラムではデジタイザを使って音測記録の数値化を図っているが，一歩進めて，音響測深機K直

結した水深数値化装置と収録装置を整備できれば一層本格的左システム陀近付〈ととK左ろう。当管区では，

かねてからの本庁への要望が実現し，今年度中K当該装置を整備するとととなb，今後，大いK利用を図る

予定である。

(4) ソフト面での機能の追加

i プロッタの面積が小きいためK，拡大図を作成する場合Kは1枚の図では全てをカバーするととがで

きないととがある。とのための対策を用意し左ければなら念い。

｜｜ 海上位置測量法のうち更vc'1角1距離， 2距離法等を加える。

｜｜｜ 操作の間違いや，入力の間違いでもコンピュータがエラーの発生等Kよbその機能が停止し念いよう

K対策を施し，沙諸つ，との場合は間違いを起した直前の状態K復帰するようプログラムを修正する必要があ

る。

iv プロッタのぺンが，よD細いインクペンK代った時Kは水深図上のデ‘ン単位の数字はほかの数字よ

b小文字Kした上，水深を構成する全体の数字も小さくする。

5.むすび

管区で実施する補正測量や港湾測量等の資料整理は原点計算，潮汐関連計算等を除き，多大の時間と労力

及び技術を要する水深処理Kついては，依然として入手K依存しているのが現状である。部外では，港湾局

や水路協会等の本格的念水路測量の自動化をはじめ，民間の水路測量会社でも独自K水深図作成までの工程

のコンピュータ化を図ってきている。とうした情勢Kあって，管内の当該業務自動化のための予算処置を伴

った本格的なシステムを導入するまでの期間，既存のハードウエアを有効K利用して，現状で可能念範囲の

作業をコンピュータ化するととは，との分野Kなける将来技術の発展の足がかりになると共K，多少なりと

も省力化K貢献できるものと思う。以上述べたプログラムは完成度の高いものとは言えないが，とれをタタ

キ台として試用され，修正していただき，たとえ部分的Uてでも当該業務K使用される日がくるととを願って

いる。
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